
ＵＲＡ職の定着に向けた取組

ＵＲＡ・統括マネージャー 池田雅夫
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大阪大学におけるＵＲＡの位置付け（１）
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ＵＲＡをどう活用するかは
大学の競争力の１つのポイント

 ＵＲＡ組織に課すミッション
外部資金獲得か、戦略企画支援か
対象は研究だけか、教育も含めるか

 ＵＲＡ組織の規模と位置付け
本部と部局のＵＲＡ組織の関係
事務組織との関係

 優秀なＵＲＡの採用と育成と定着
ポスト、処遇、キャリアパス

マネジメント改革に活用するのか

便利屋として活用するのか



２

ＵＲＡと教員と事務系職員の違い

教 員

個人事業主のような人達。
研究分野によって、常識・
考え方が大きく異なる

学長や部局長の指示に従
うとは限らない。そもそも、
組織としてのラインがない

発想の自由があり、有益な
提案をすることがある（ボト
ムアップ）

理想論を主張する人が多
い。時と場に合わせて、無
意識に、一側面だけの議
論をすることも多い

Ｕ Ｒ Ａ

本部または部局の執行部
の指示で活動する

業務はこれまでになかっ
たものが多い。つまり、事
務系職員も教員も担当し
ていなかったものが多い

本部または部局の執行部
の基本方針の範囲内で、
自分の発想を活かすこと
ができる

理想と現実のバランスを
考えて発想し、活動するこ
とが必要

事務系職員

本部または部局の執行部
の指示に従い、ラインで仕
事をする（トップダウン）

 「規則にないことはできな
い」と考える傾向にある。
「できるようにするために、
規則を変えよう」と考える
人は少ない

有益な発想をしても、活か
せる場が少ない（活かせる
場を作ろう）

理想よりは現実を重視する
傾向にある

大阪大学のＵＲＡ

採用方法：教員に近い、勤務形態：教員と事務系職員の中間、執行部との関係：事務系職員に近い

大阪大学におけるＵＲＡの位置付け（２）

（ＵＲＡの視点から）

大型教育研究プロジェクト支援室は大阪大学全体のURA体制の中心

３

大阪大学における本部ＵＲＡと部局ＵＲＡの関係（１）

研究科

大型教育研究
プロジェクト支援室

本部URA（平成２７年４月予定）

本事業 ２名
研究大学事業 ６名
自主経費 ８名

大学本部が関わる研究の
高度化・効率化を推進

研究科
研究科

附置研究所
附置研究所
附置研究所

URA
URA関連職

研究者
事務職員

研究プロジェクト
研究プロジェクト
研究プロジェクト

URA
URA関連職

研究者
事務職員

研究科
URA

URA関連職
研究者
事務職員

吹田本室 ＋ 豊中分室

大学本部

部局等
本部ＵＲＡは部局のＵＲＡ体制の整備と

ＵＲＡ業務の質の向上に寄与



大阪大学における本部ＵＲＡと部局ＵＲＡの関係（２）

部局のＵＲＡは部局の独自経費で雇用されているため、活動には独自性が存在し、本
部の直接のラインには入らない。

したがって、共通の課題について、共同行動を増やすことで、一体化を推進するのが適
切な方法

共通課題の例：人文・社会科学系研究者の支援、ＵＲＡのスキルアップ、
研究力評価等

共同行動の例：研究支援シンポジウム、科学技術政策セミナー（多数の部局）

本部ＵＲＡ隔週ミーティングや海外調査への参加（法学研究科、
国際公共政策研究科、工学研究科）

今後の展望：ＵＲＡ（類似職）を配置し、執行部がその必要性をよく理解している
部局との連携を深める。

まだＵＲＡを配置していないが、執行部が必要性をよく理解している
部局に導入を勧める。

４

大阪大学におけるＵＲＡ職の制度（１）

５

ＵＲＡの呼称（職階）

ＵＲＡ（総称）

シニア・リサーチ・マネージャー

リサーチ・マネージャー

チーフ・リサーチ・アドミニストレーター

リサーチ・アドミニストレーター

ＲＵ11の海外調査によると、各国では以下の使用が主である。

米国：リサーチ・アドミニストレーター（プロジェクト管理等ポスト・アワードが主）

欧州：リサーチ・マネージャーとリサーチ・アドミニストレーター

豪州：リサーチ・マネージャー（研究戦略推進支援の割合が大きい）

東京大学の調査によると、日本の大学関係者は、プロジェクト管理よりも研究戦略推進支援に
期待している。大阪大学でも同様であるので、上級のＵＲＡはリサーチ・マネージャーと呼ぶほ
うが相応しいと判断

ＲＵ１１: 北海道大学、東北大学、筑波大学、東京大学、早稲田大学、慶應義塾大学
東京工業大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学

教授相当

准教授相当

講師相当

助教相当

初級
ＵＲＡ

上級
ＵＲＡ

研究費の
獲得支援

プロジェクトの
支援

研究費の
獲得支援

研究戦略
推進支援

研究戦略
推進支援

プロジェクトの
支援



６

基本給部分
（基本年俸額）

賞与部分
（業績変動賞与）

期間の定めのない評価連動型年俸制（定年６５歳）の新たな職種を導入

学術政策研究員

裁量労働制適用

賞与の位置付けは月給制と同じ ⇒ 賞与額は6月と12月の支給時期に評価に基づき決定

大阪大学におけるＵＲＡ職の制度（２）

職種の
名称

呼称
経
費

特任教授 ＵＲＡ
文
部
科
学
省
Ｕ
Ｒ
Ａ
事
業
費

特任教授 ＵＲＡ

特任教授 ＵＲＡ

特任研究員 シニアＵＲＡ

特任研究員 シニアＵＲＡ

特任講師 ＵＲＡ

特任研究員 ＵＲＡ

特任研究員 ＵＲＡ

2015年３月まで

職種の
名称

呼称 経費

特任教授 シニアＲＭ 文部科学省
ＵＲＡ事業費特任教授 シニアＲＭ

特任教授 シニアＲＭ

自主経費
学術政策研究員 シニアＲＭ

学術政策研究員 ＲＭ

特任講師 チーフＵＲＡ

特任研究員 チーフＵＲＡ

特任研究員 チーフＵＲＡ

ＵＲＡ：リサーチ・アドミニストレーター

2015年4月以降（予定）

ＲＭ：リサーチ・マネージャー

テニュア
トラックの
位置付け
（任期制）

評 価 項 目

実績

評価

仕事の成果 期待された仕事の成果をあげているか

人材（部下）育成 人材（部下）育成に努めているか

創意工夫・業務改善 創意工夫・業務改善に努めているか

正確性 業務遂行にあたり正確性が認められるか

迅速性（スピード感） 業務遂行にあたり迅速性（スピード感）が認められるか

業務の進行管理 業務の進行管理に努めているか

能力

評価

知識・技能 専門知識・技能等を有し、それを発揮しているか

企画力 企画力を有し、それを発揮しているか

情報収集力・活用力 情報収集力・活用力を有し、それを発揮しているか

意志決定力 的確な意思決定力を有し、それを発揮しているか

理解力・判断力 的確な理解力・判断力を有し、それを発揮しているか

注意力・安全観念・リスク
対応力

注意力・安全観念・リスク対応力を有し、それを発揮しているか

組織運営力 組織運営力を有し、それを発揮しているか

リーダーシップ リーダーシップを有し、それを発揮しているか

折衝力・調整力 折衝力・調整力を有し、それを発揮しているか

取組

姿勢

評価

責任感（自立性） 責任感（自立性）を持って取り組んでいるか

積極性 積極的に取り組んでいるか

協調性（チームワーク） 協調性（チームワーク）を持って取り組んでいるか

規律性 規律性のある行動をとっているか

チャレンジ性 チャレンジ性のある行動をとっているか

７

昇任は、経験や業績に応じて審査
事務系職員に対する方法と同様
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用

大阪大学におけるＵＲＡ職の制度（３）
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目



８

大型教育研究プロジェクト支援室を中心としたURAのキャリアパス大型教育研究プロジェクト支援室を中心としたURAのキャリアパス

博士課程
修了者

産業界や研究機関の
研究者

教員

事務職員

学内の他の部署のURA

他機関のURA

副学長

ファンディング
機関のオフィサー等

ファンディング機関の
経験者

ＵＲＡの育成とキャリアパスの検討のために
キャリアへの入口の多様性は、本事業と
研究大学強化促進事業を合わせて網羅

大阪大学におけるＵＲＡ職の制度（４）

キャリアの出口は学内であることが望ましい
ＵＲＡは高度なマネジメント情報に接する
機会が多いため、学内に留まってほしい

やりがいのある仕事です。感謝してもらえる仕事です。

面白い仕事です。

ＵＲＡ人材の候補は

柔軟な考えの持ち主で、妥協ができる人（理想は理想、現実は現実という割り切り）

異なる専門分野の人の話を聞くことができる人

制度について、理解力と説明力に優れている人

いろいろなことに興味をもち、情報収集が得意な人

研究者の立場と社会（大学、国、国民等）の論理の両方が理解できる人

自分が主役でなくても構わないと考えることができる人

鍛えれば、精神的にタフになりそうな人

ＵＲＡになってから

制約内で実施可能な多様なアイデアを生み出すことができる人

新たな発想ができる人

９

採用に関する考え方

大阪大学におけるＵＲＡ職の制度（５）



１０

大阪大学におけるＵＲＡ制度整備事業の今後の予定

① 目標

 ＵＲＡの有用性を更に示し、自主財源による本部ＵＲＡ体制の基盤強化に努める。

部局ＵＲＡとの連携の下、大阪大学全体のＵＲＡ業務の質の向上と分野の拡大に努
める。

日本全体のＵＲＡシステムの定着と高度化に貢献する。

② 事業内容

 研究推進や国際産学連携の活動等において事務組織との協働を進め、ＵＲＡの有
用性を示す。

 部局執行部にＵＲＡの有用性を示すために、ＦＤやＳＤ活動に協力する。

 部局ＵＲＡとの共同活動を増やし、部局のＵＲＡ活動の拡大に協力する。

 ＵＲＡの団体であるＲＡ協議会の活動やＲＵ11のＵＲＡ委員会に参加し、日本のＵＲＡ
コミュニティの形成と充実に協力する。

 日本のＵＲＡシステムのモデルの一つとして、メールマガジンの発信やセミナーの開
催、インターンの受入れ等により、学外への情報提供に努める。

池田雅夫 ：「研究の極意」，生産と技術，第66巻，第4号，pp.2‐5，2014年
http://www6.ocn.ne.jp/~seisan/664/664‐02.pdf

研究の極意：内なる常識を捨てること

ＵＲＡの極意：内なる常識に縛られないこと

１１

参 考

これができる人がＵＲＡに向いている

見聞を広めることで、そうなることができる

内とは、URA個人、URA組織、部局、大学、学界、日本、・・・

付 録 （ＵＲＡの極意）


